
理科の取組 

 

実施日  平成 27年 2月 7日(土) 13:30～15:00 

 対 象  さつきっ子科学工作教室参加者３６名（浅口市在住小学４年～小学６年 ２５名） 

      本校中学１年生～高校２年生  ８名（天文気象部） 

 内 容  さつきっ子科学工作教室「ものづくり体験～人工イクラをつくろう～」 

 

【仮説】 

  浅口市主催の「さつきっ子科学工作教室」と連携し，近隣の小学生を対象とした毎月 1回の科学

教室を，地域の小学生へ科学に対する裾野を広げること，学童期からの理科離れを防ぐことを目的

として，本校理科教員と科学系部活動の生徒が協力して実施している。 

様々な分野での実験や最先端の科学の内容もわかりやすく学べる教材の研究を行うことを通じ

て，地域の小学生の科学や科学実験に対する興味・関心を喚起することができる。同時にＴＡとし

て参加する本校科学系部活動の生徒についても，小学生に対する指導を行うことでプレゼンテーシ

ョン能力の向上を図ることができる。さらに，科学技術や自然法則の理解に対する意欲の向上につ

ながる。 

 

【内容】 

１．配布プリント 

上記プリントを配布し，実験操作の説明・解説及び人工イクラ・マイクロカプセルに関する紹介等を 

を実施した。 

 

 



プレゼンテーション(一部) 

 

 

＜実験の様子＞ 

 

【評価】 

（１）参加者アンケート 

 ◎小学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◎指導者 

 内容としては高度なものではあるが，操作を簡略化したことで楽しく実験を行うことができたよう

に感じられた。また，指導に当たった中学生・高校生にとっても未知の内容であり，事前指導に熱心

に聞き入り，予備実験を行った上で小学生の指導にあたった。当日の指導時は，小学生に積極的に話

しかけ，学習した内容を小学生に理解できるように説明し実験の指導を行っている姿からコミュニケ

ーション能力・プレゼンテーション能力等の向上を感じることができた。 


